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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月6日(2020.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬学的に許容される担体、ならびに、
　ａ）カプシド阻害剤、
　ｂ）ｓＡｇ分泌阻害剤、
　ｃ）逆転写酵素阻害剤、
　ｄ）ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
　ｅ）Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、及び、
　ｆ）免疫刺激剤
からなる群から選択される少なくとも２種の薬剤を含む医薬組成物。
【請求項２】
　少なくとも１種のカプシド阻害剤を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記カプシド阻害剤は、Ｂａｙ－４１－４１０９、ＡＴ－６１、ＤＶＲ－０１及びＤＶ
Ｒ－２３ｆから選択される、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　少なくとも１種のｓＡｇ分泌阻害剤を含む、請求項１から請求項３のいずれか１項に記
載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記ｓＡｇ分泌阻害剤は、ＰＢＨＢＶ－００１及びＰＢＨＢＶ－２－１５からなる群か
ら選択される、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　少なくとも１種の逆転写酵素阻害剤を含む、請求項１から請求項５のいずれか１項に記
載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記逆転写酵素阻害剤は、ラミブジン、アデホビル、エンテカビル、テルビブジン及び
テノホビルからなる群から選択される、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　少なくとも１種のｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤を含む、請求項１から請求項７のいずれか１
項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤は、ＣＣＣ－０９７５及びＣＣＣ－０３４６から選択され
る、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする少なくとも１種のオリゴマーヌクレオチドを含む、請求項
１から請求項９のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
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　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする少なくとも２種のオリゴマーヌクレオチドを含む、請求項
１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする前記オリゴマーヌクレオチドは、ｓｉＲＮＡ１ｍ～１５ｍ
の２種ｓｉＲＮＡ混合物からなる群から選択される、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする前記オリゴマーヌクレオチドは、ｓｉＲＮＡ１ｍ～１５ｍ
の３種ｓｉＲＮＡ混合物からなる群から選択される、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　少なくとも１種の免疫刺激剤を含む、請求項１から請求項１３のいずれか１項に記載の
医薬組成物。
【請求項１５】
　前記免疫刺激剤は、ＩＦＮ遺伝子刺激因子（ＳＴＩＮＧ）作動薬及びインターロイキン
からなる群から選択される、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　以下の薬剤の混合物、
ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びカプシド阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡｇ分泌阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び免疫刺激剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
カプシド阻害剤及び免疫刺激剤、
カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
逆転写酵素阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、または、
逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤
を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　以下の薬剤の混合物、
　カプシド阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
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カプシド阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
カプシド阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
カプシド阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤、免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤、免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
カプシド阻害剤、免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
カプシド阻害剤、逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃ
ｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡ
ｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転
写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮ
Ａ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び免疫刺激剤
、
ｓＡｇ分泌阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転写酵素
阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、カプシド阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤、
免疫刺激剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮＡ形成
阻害剤、
免疫刺激剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡｇ分泌阻害剤
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、
免疫刺激剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転写酵素阻害剤
、
免疫刺激剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤、カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
免疫刺激剤、カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
免疫刺激剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤、逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤、逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤、逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮ
Ａ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡｇ分泌
阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び免疫刺激剤
、
逆転写酵素阻害剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、カプシド阻害剤及び免疫刺激剤、
逆転写酵素阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
逆転写酵素阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
逆転写酵素阻害剤、免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、または、
逆転写酵素阻害剤、免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤
を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　Ｂ型肝炎などのウイルス感染症を治療または予防するのに混合して使用する、
　ａ）逆転写酵素阻害剤、
　ｂ）カプシド阻害剤、
　ｃ）ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
　ｄ）ｓＡｇ分泌阻害剤、
　ｅ）Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、及び、
　ｆ）免疫刺激剤
からなる群から選択される少なくとも２種の薬剤を含むキット。
【請求項１９】
　少なくとも１種の逆転写酵素阻害剤を含む、請求項１８に記載のキット。
【請求項２０】
　前記逆転写酵素阻害剤は、ラミブジン、アデホビル、エンテカビル、テルビブジン及び
テノホビルからなる群から選択される、請求項１９に記載のキット。
【請求項２１】
　少なくとも１種のカプシド阻害剤を含む、請求項１８から請求項２０のいずれか１項に
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記載のキット。
【請求項２２】
　前記カプシド阻害剤は、Ｂａｙ－４１－４１０９、ＡＴ－６１、ＤＶＲ－０１及びＤＶ
Ｒ－２３ｆから選択される、請求項２１に記載のキット。
【請求項２３】
　少なくとも１種のｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤を含む、請求項１８から請求項２２のいずれ
か１項に記載のキット。
【請求項２４】
　前記ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤は、ＣＣＣ－０９７５及びＣＣＣ－０３４６から選択され
る、請求項２３に記載のキット。
【請求項２５】
　少なくとも１種のｓＡｇ分泌阻害剤を含む、請求項１８から請求項２４のいずれか１項
に記載のキット。
【請求項２６】
　前記ｓＡｇ分泌阻害剤は、ＰＢＨＢＶ－００１及びＰＢＨＢＶ－２－１５からなる群か
ら選択される、請求項２５に記載のキット。
【請求項２７】
　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする少なくとも１種のオリゴマーヌクレオチドを含む、請求項
１８から請求項２６のいずれか１項に記載のキット。
【請求項２８】
　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする少なくとも２種のオリゴマーヌクレオチドを含む、請求項
２７に記載のキット。
【請求項２９】
　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする前記オリゴマーヌクレオチドは、ｓｉＲＮＡ１ｍ～１５ｍ
の２種ｓｉＲＮＡ混合物からなる群から選択される、請求項２７に記載のキット。
【請求項３０】
　Ｂ型肝炎ゲノムを標的とする前記オリゴマーヌクレオチドは、ｓｉＲＮＡ１ｍ～１５ｍ
の３種ｓｉＲＮＡ混合物からなる群から選択される、請求項２７に記載のキット。
【請求項３１】
 少なくとも１種の免疫刺激剤を含む、請求項１８から請求項３０のいずれか１項に記載
のキット。
【請求項３２】
　前記免疫刺激剤は、ＩＦＮ遺伝子刺激因子（ＳＴＩＮＧ）作動薬及びインターロイキン
からなる群から選択される、請求項３１に記載のキット。
【請求項３３】
　以下の、２種の薬剤の混合物、
　カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びカプシド阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡｇ分泌阻害剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び免疫刺激剤、
Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤及び免疫刺激剤、
カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
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ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
逆転写酵素阻害剤及びＢ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド、
逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、または、
逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤
のうちの１つを含む、請求項１８に記載のキット。
【請求項３４】
　以下の、３種の薬剤の混合物、
　カプシド阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
カプシド阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
カプシド阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
カプシド阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤、免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤、免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
カプシド阻害剤、免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
カプシド阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
カプシド阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
カプシド阻害剤、逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃ
ｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡ
ｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転
写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮ
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Ａ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び免疫刺激剤
、
ｓＡｇ分泌阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転写酵素
阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、カプシド阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、免疫刺激剤及び逆転写酵素阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
阻害剤、逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
ｓＡｇ分泌阻害剤、逆転写酵素阻害剤及び免疫刺激剤、
免疫刺激剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮＡ形成
阻害剤、
免疫刺激剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡｇ分泌阻害剤
、
免疫刺激剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び逆転写酵素阻害剤
、
免疫刺激剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤、カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
免疫刺激剤、カプシド阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
免疫刺激剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び逆転写酵素阻害剤、
免疫刺激剤、逆転写酵素阻害剤及びカプシド阻害剤、
免疫刺激剤、逆転写酵素阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
免疫刺激剤、逆転写酵素阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｃｃｃＤＮ
Ａ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及びｓＡｇ分泌
阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、Ｂ型肝炎ゲノムを標的とするオリゴマーヌクレオチド及び免疫刺激剤
、
逆転写酵素阻害剤、カプシド阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、カプシド阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、カプシド阻害剤及び免疫刺激剤、
逆転写酵素阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及びｓＡｇ分泌阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤及び免疫刺激剤、
逆転写酵素阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、ｓＡｇ分泌阻害剤及び免疫刺激剤、
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逆転写酵素阻害剤、免疫刺激剤及びカプシド阻害剤、
逆転写酵素阻害剤、免疫刺激剤及びｃｃｃＤＮＡ形成阻害剤、または、
逆転写酵素阻害剤、免疫刺激剤及びｓＡｇ分泌阻害剤
のうちの１つを含む、請求項１８に記載のキット。
【請求項３５】
　前記２種の薬剤がカプシド阻害剤及びインターフェロンである場合を除く、請求項１～
１７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項３６】
　前記２種の薬剤がカプシド阻害剤及びインターフェロンである場合を除く、請求項１８
～３４のいずれか一項に記載のキット。
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